
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 架空線・信号等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

再発防止に向けた安全訓練実施状況

公 共 工 事 等 事 故 情 報

・事故後、直ちに安全訓練を行った。
・ＫＹ活動の際に、当日の作業内容や手順、工事区域内における架空線等の位置、作業に伴うリスクと
その防止策を関係作業員全員に周知徹底し作業を行うこととした。
・架空線等の認識のため、その内容を路面等に明示することとした。
・今後の作業にあたっては、合図者にホイッスルを持たせ、緊急時はホイッスルが鳴ったら全停止の
ルールを周知徹底した。

事故状況図

改善状況図

令和 ４ 年 ６ 月 15 日（水曜日）　　12時00分

J：COMケーブル破損

　配水管を布設するため、バックホウ（0.１ｔ）を用いて掘削及び積込み作業を行っていたとき、バックホ
ウのアームにより架空線（J；COMケーブル）を破断した。

　当該作業を行うにあたり合図者を配置していたが、架空線に対するオペレーターの注意不足や、合
図者との連携が不十分であったために発生したもの。

管布設工事


